
八幡浜市立図書館 宛 

※申込みは年間を通じて受け付けています。 

 

（送信文不要）  FAX 0894-22-3609  
 

申 請 日 年    月    日 

学 校 名  

担当者氏名  

電話番号  

希望サービス 

（希望するサービスに○をつけてください。詳細裏面） 

 

・ブックトーク ・みかんぽんぽん文庫  ・団体貸出 

希望日時 

    年   月   日 

 

※月まででもかまいません。 

団体貸出の場合は受け取り希望日を記入してください。 

対象学年 

（人数） 
 

希望テーマ 

（ブックトーク 

・団体貸出のみ） 
※ない場合は担当職員との話し合いで決定します。 

受け取り希望館 

（団体貸出のみ） 
・市民図書館   ・保内図書館 

そ の 他  

※3 日が過ぎても連絡がない場合は FAX が届いていない可能性があります。 

恐れ入りますが再度申請してください。 

※おはなし会・読み聞かせについては希望図書館へ直接連絡をお願いします。 



 

（1）ブックトーク

内  容

 人  数

場  所

申込締切

 返  却

 そ の 他

 

（2）みかんぽんぽん

 内  容

 人  数

場  所

申込締切

 返  却

 

（3）団体貸出

内  容

申込締切

貸  出：

返  却

 

＜注 意＞

 汚れ、破損

い。）使用に

弁償をお願

 過年度のブックトーク

ブックトーク（

容：あるテーマに

本への「

手に取ることが

なにかやりたいとき

数：紹介する

所：クラス教室

締切：希望日の

却：市民または

他：当日プロジェクタなど

みかんぽんぽん

容：普段遠方

機会を与

本を中心

聞かせも

に関してはそのまま

数：基本は小規模校向

所：靴を脱いで

申込締切：希望日の

却：市民または

団体貸出 

容：単元などに

自由に選

できない

特にテーマのない

申込締切：希望日の

出：希望した図書館

却：市民または

＞ 

破損が生じた

に耐えない破損

願いします。

のブックトーク

八幡浜市立図書館子

（市立図書館職員

あるテーマに沿って

「読みたい気持

ることが出来

なにかやりたいとき

する本が見えなくなってしまうので

教室などで行

の 1 か月前まで

または保内図書館

プロジェクタなど

みかんぽんぽん文庫（八幡浜市立

普段遠方で図書館に

与え、読書欲

中心に司書が選定

かせも可能ですが

してはそのまま

小規模校向け

いで座って読

の 2 週間前まで

または保内図書館

などに関する資料

選んで貸出をします

できない場合もありますのでまずは

にテーマのない、

の 2 週間前まで

図書館に取

または保内図書館

じた場合は図書館

破損、または

。 

のブックトーク内容については

八幡浜市立図書館子

市立図書館職員ブックトーク

って複数の本を

気持ち」を刺激

出来ます。単元

なにかやりたいとき考えたいときの

えなくなってしまうので

行います。 

まで 

保内図書館へ期間までに

プロジェクタなど必要な場合

八幡浜市立ミニ

に行く機会の

読書欲を高めるきっかけづくりをします

選定し、当日

ですが、基本はそれぞれが

してはそのまま一か月程度貸出可能

け全校対象の

読むことが出来

まで 

保内図書館へ期間までに

資料で図書館

をします。（時期

もありますのでまずは

、学級文庫としての

まで 

りに来てください

保内図書館へ期間までに

図書館まで報告

または本の紛失が

については図書館公式

八幡浜市立図書館子どもの

ブックトーク

を紹介します

刺激します。

単元の導入に、

えたいときの補助としてなど

えなくなってしまうので、

 

までに返却してください

場合は事前に

ミニ移動図書館

の少ない子どもや

めるきっかけづくりをします

当日お持ちします

はそれぞれが自由

月程度貸出可能です

の事業です。

出来る大きな

までに返却してください

図書館にあるものを

時期によってはテーマが

もありますのでまずは学校図書室

としての読み

てください。団体

までに返却してください

報告をお願いします

が生じるなど

図書館公式 HP「

どもの読書推進

ブックトーク派遣事業）

します。挿絵を見

。紹介した後

、またはまとめとして

としてなど、

、多くても 50

してください

に連絡します

移動図書館 通称

どもや、縁のない

めるきっかけづくりをします

ちします。司書が

自由に手に取

です。 

。 

きな部屋が適しています

してください

にあるものを事前に司書

によってはテーマが

学校図書室の資料

み物中心でも

団体の利用カードは

してください

いします。（各学校

じるなど返却ができなくなった

HP「子どもの読書推進活動

読書推進活動 

） 

見せたり、クイズをしたりして

後は一か月程度貸出

またはまとめとして、

、さまざまな

50 名程度が

してください。 

します。 

通称「みかぽん

のない子どもにも

めるきっかけづくりをします。100 冊以上

が同行しますので

取って読んでください

しています。

してください。 

司書が選書しておき

によってはテーマが集中し、

資料を確認してください

でも受け付けできます

カードは図書館

してください。 

各学校での補修

ができなくなった

読書推進活動

クイズをしたりして

月程度貸出すのですぐ

、そのほかクラスで

さまざまな場面で活用

が望ましい人数

みかぽん」） 

どもにも本を手

冊以上、短時間

しますので、紹介

んでください。

。 

しておき、そこから

、資料が少ない

してください）

けできます。 

図書館で保管しています

補修は行わないでくださ

ができなくなった場合は、

読書推進活動」に掲載しています

クイズをしたりして 

すのですぐ 

そのほかクラスで 

活用できます。

人数です。 

手に取る 

短時間で読める 

紹介や読み 

。希望の本

そこから 

ない、提供 

） 

 

しています。

わないでくださ

、借受校等で

しています。

。 

 

 

本 

 

。 

わないでくださ

で

。 


